令和５年度版　新ヒアリングシート裏面の記載例
ヒアリング内容等記述欄
	【相談の経緯・きっかけ等】

	[bookmark: _Hlk127976821]　《記　入　例》
①代表者が〇歳と高齢になり、事業承継について早めに準備を行うこととした。
②後継者である長男が、今春入社したことを受けて、早めに事業承継の準備を進めておきたいとの考えに至った。
③代表者が〇歳と高齢となり、体調面に不安が生じたことから急遽、事業承継の準備が必要であるとの思いに至った。
④後継者が〇年前から従事しており、財務面以外の業務については概ね後継者として成長してきたことから事業承継の準備に取り掛かることとした。
⑤代表者が〇年後を目途に長男に事業を承継したいとの思いに至り、早めに準備に取り掛かることとした。
⑥代表者は〇歳とまだ若く、事業承継についてはまだ先と考えていたが、支援機関からの働きかけにより早めに事業承継について準備を行うこととした。
⑦事業主が〇歳と高齢になり、後継者から急ぎ事業承継の準備を行いたいと相談があった。
⑧今般、後継予定者が事業承継の意思を固めたことを受けて、承継に係る準備等について、専門家のアドバイスを仰ぐこととした。
⑨事業の拡大に伴い新会社の設立や分社化を検討しており、これに併せて早めに事業承継の方向性の検討や準備に着手することとした。
⑩代表者が〇歳と高齢になったが、厳しい経営状況にあることから、長男に承継するか否かも含め早めに承継の方向性について検討することとした。

	【事業概要等　※分かる範囲で記入】

	[bookmark: _Hlk127964571]　《記入項目の例示》
①業種、②業歴、③代表者の経歴、④家族構成と従事状況、⑤役員・株主の状況、
⑥最近の経営状況、⑦直近の決算状況（売上、経常利益、役員報酬、借入金etc.）、
⑧不動産の状況（法人名義、個人名義等）

	【承継に係る基本的状況　※現在の承継の方向性、承継に係る準備状況】

	　《記入項目の例示》
　①後継者候補の状況・従事状況、②代表者の意向、③後継者の意向、
④事業承継の準備状況（現時点での進み具合）

	【相談者が抱えている課題・相談したい点等】

	　《記　入　例》
　①事業承継について、何をどう準備すれば良いのか、注意すべき点は何なのかなど承継に係る基本的な準備全般について知りたい。
②〇年後に、長男に承継したいと考えているが、借入が多く承継を躊躇している。
③親族内に後継者候補が複数おり、誰を後継者にすべきか悩んでいる。
④父（代表者）が〇歳と高齢になったが、後継者である私（長男）に一向に事業を承継しようとしない。
⑤親子の仲があまり良くなく、事業承継の話がほとんど出来ていない状況。
⑥コロナ禍により経営が厳しくなり、承継が先延ばしになっているが、経営状況が回復してから承継すべきか否か悩んでいる。
⑦後継者である次男がまだ若く承継するには時期尚早であるため、一旦、従業員に承継し、その後、継がせたいと考えているがその方法を知りたい。
⑧株式が分散しており、株式の集約が承継の課題となっている。
⑨コロナ禍や原材料の高騰により経営に打撃を受けている中、事業承継を検討しているが、親族に承継すべきか、第三者承継を検討すべきか決めかねている。
⑩内部留保が多く、承継した場合の税負担が心配である。
⑪事業用資産について、代表者名義と後継者名義のものが混在しており、承継により発生する税金等について正しく理解した上で事業承継の準備を行いたい。
⑫従来からの課題である債務超過の解消、役員借入の清算が、事業承継の課題となっている。
⑬後継者に対する技術面の引継ぎは行っているが、財務・税務・人事等、経営全般の引継ぎが未了である。
⑭事業承継を機に法人化を検討したいと考えている。
⑮事業承継について、何から着手し、何をどう準備するのかを含めて、承継に係る課題を整理したい。
⑯複数の会社を経営しており、承継にあたり、複数の後継者にそれぞれ継がせるべきか、ホールディングス化すべきか決めかねている。
⑰事業承継について、代表者、後継者、顧問税理士、金融機関の間で意見が合致しない点があり、専門家に助言をお願いしたい。



支援機関の所感・今後の対応等自由記述欄
	《記　入　例》
①事業承継について、代表者・後継者とも何をどうすれば良いのか分からない状況であり、承継の基本的な準備全般について、専門家に助言をお願いしたい。
　②承継に際して、親子間の意思の疎通に課題がある。
　③近いうちに承継したいとの意向であるが、抱えている課題への対応や承継の方向性を充分検討する必要がある。
　④同社は財務内容が良好で、特に専門家による税制面のアドバイスや事業承継計画の策定支援を希望している。
　⑤既に実際の経営は、後継者が担っており、人脈や技術の承継、関係先の理解は得ているようだが、財務面や税務面の承継が未了であり、後継者の育成が課題。
　⑥事業主・後継者共、承継については同意しているが、具体的な一歩が踏み出せない状況にあり、専門家への相談を一つのきっかけとしたい。
　⑦事業承継も重要であるが、併せて、経営改善が必要ではないかと思われる。
　⑧予てから収益力に課題があり、事業承継の検討に併せて、現在のビジネスモデルの見直し（利益体質への転換）や事業の継続如何についても検討の余地があるものと思われる。
　⑨事業承継の方向性について、家族間の意見がまとまっていない模様。
⑩後継者（次男）が、代表者（父）と事業承継の話をする前に、諸問題について予め専門家に相談し知見を深め、自身の考えを纏めてから父と相談したいとのこと。



